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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

(世界ランクシリーズ：http://mylibrary.maeda1.jp/MENAranking.html ）  

マイライブラリー：０６０１ 

 

(注)本稿は 2024 年 5 月 1 日から 10 日まで 8 回にわたり「アラビア半島定点観測」に掲載し

たレポートをまとめたものです。 

 

掲載日：2024.5.21 

前田 高行 

 

日本の年間軍事支出は世界 10位：世界及び中東主要国の軍事費と武器輸出入 

（世界ランクシリーズ その７ ２０２４年版） 

 

国連などの国際機関あるいは世界の著名な研究機関により各国の経済・社会に関するラン

ク付け調査が行われている。これらの調査について日米中など世界の主要国及びトルコ、エ

ジプト、イランなど中東の主要国のランクを取り上げて解説するのが「世界ランクシリーズ」

である。 

 

 第７回の世界ランクは、スウェーデンの「ストックホルム国際平和研究所（Stockholm 

International Peace Research Institute, 略称ＳＩＰＲＩ）」のホームページに発表された

データベースの中から SIPRI Military Expenditure Database 及びＳＩＰＲＩ  Arms 

Transfers Databaseを取り上げ、２０２３年の世界と中東主要国の軍事費、一人当たり支出、

GDP に占める比率及び政府歳出に占める割合を比較する。また２０１４年から２０２３年ま

での１０年間にわたる各国の武器輸出入累計額についても分析する。 

＊SIPRIホームページ：http://www.sipri.org/databases  

 

(圧倒的な米国の軍事費、２位中国の３倍、日本の２０倍弱！) 

１.軍事費支出の比較、末尾表 7-T01参照) 

 

http://mylibrary.maeda1.jp/
http://mylibrary.maeda1.jp/MENAranking.html
http://www.sipri.org/databases
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 世界で軍事費が最も多いのは米国で２０２３年の支出額は９，１６０億ドルである。同年

の世界全体の軍事費は２兆３，９００億ドルであり、同国だけで世界の３８％を占めている。

これに次ぐのは中国の２，９６０億ドルであるが、米国の３分の１にとどまっている。それ

でも中国の軍事費が世界に占める割合は１２％であり、米国と中国二カ国を合わせると世界

の軍事費の５割を超える。 

 

これら２カ国に続くのがロシア(１，０９０億ドル)であり、世界全体の５％を占めている。

４位から１０位までは、インド(８３６億ドル)、サウジアラビア(７５８億ドル)、英国(７４

９億ドル)、ドイツ(６６８億ドル)、ウクライナ(６４８億ドル)、フランス(６１３億ドル)

及び日本(５０２億ドル)の各国である。因みに日本の軍事費を他国と比べると、米国は日本

の１８倍、中国も日本の６倍である。因みに日本に次ぐ１１位は韓国（４７９億ドル）であ

る。また台湾の軍事費は１６６億ドルで世界２１位である。 

 

中東の主要国を見ると、サウジアラビアが７５８億ドル(世界５位)、イスラエル２７５億

ドル(同１５位)、トルコ１５８億ドル(世界２２位)、イラン１０３億ドル（同２６位)である。

エジプトは中東で人口が最も多く、軍が国家権力を握っているが、経済規模が小さいため、

軍事費は３２億ドル、世界５２位にとどまっている。これはサウジアラビアの２４分の１、

イスラエルの９分の１である。 

 

(注)UAEの軍事費について： 

SIPRI の統計では UAE の軍事費は２０１４年以降明示されていないが、２０１４年以前の

同国の軍事費はイスラエル、トルコ、イランを上回っており、世界１０位前後に位置してい

る。また、後述する通り２０１４年から２０２３年までの１０年間の武器輸入額は世界１０

位の規模である。これらのことから UAE の軍事費が世界の上位１０位内に入るとみて間違い

ないであろう。 

 

(一人当たり軍事費世界一はイスラエルの２，９９７ドル、中国は２０８ドル！) 

２．一人当たりの軍事費 
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国民一人当たりの軍事費が世界で最も多いのはイスラエルでその額は２，９９７ドルに達

する。(注、カタールは２０２２年が５，７１９ドルで世界１位であるが、２０２３年は明示

されていない。) ２位は米国の２，６９４ドルである。３位はシンガポール(２，１９５ド

ル)、４位サウジアラビア（２，０５２ドル）で、一人当たり軍事費が２，０００ドルを超え

るのはこの４カ国だけである。 

 

５位はクウェイト（１，７９９ドル）であり、以下１０位まではウクライナ、ノルウェー、

デンマーク、フィンランド、オマーンの各国である。 

 

上位１０カ国の顔ぶれにはサウジアラビア、クウェイト、オマーンのＧＣＣ３カ国が並ん

でいる。サウジアラビアを除きいずれも人口が少なく、豊富な石油収入により一人当たりの

軍事費が大きい。すでに触れた通り同じＧＣＣ加盟国のＵＡＥ及びカタールは今回の統計に

は明示されていないが、両国も人口が少なく、一人当たりの軍事費がサウジアラビアと肩を

並べる世界トップクラスであることは間違いないと言えよう。 

 

 極東アジアの主要な国は韓国が１８位（９２５ドル）に入っている。またロシアは２４位(７

５８ドル)、台湾２８位(６９４ドル)、日本４３位(４０７ドル)である。軍事大国中国の一人

当たり軍事費は２０８ドルで世界５５位、インドは５８ドルで世界８９位である。中東イス

ラム諸国では、イラン１１５ドル(世界６８位)、エジプトは２８ドル(同１１２位）である。 

 

 日本の一人当たり軍事費は４０７ドルであるが、日本を１とした場合、サウジアラビアは

５．０倍、韓国２．３倍であり、一方中国は日本の２分の１、インドは７分の１である。 

 

(ウクライナが突出、GDP の３７％に達する軍事費！) 

３．軍事費の GDP比率 

 
各国の GDP に占める軍事費の比率を見ると、世界 1 位はウクライナであり、その比率は３

７％である。２位レバノンの８．９％に比べウクライナは突出している。３位以下の国とそ

の比率は次のとおりであり、９位のイスラエルまでがＧＤＰ比率５％を超えている。 
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 アルジェリア(８．１７％)、サウジアラビア(７．０９％)、南スーダン(６．２６％)、ロ

シア(５．８６％)、アルメニア(５．４５％)、オマーン(５．４０％)、イスラエル(５．３２％)、

ヨルダン(４．９１％) 

 

 上位の顔触れを見ると中東・北アフリカ（MENA）諸国が多い。これに次いで多いのがウク

ライナ、ロシア、アルメニアなど中東と隣接したユーラシア地域の国々である。紛争が多い

両地域が過大な軍事費を負っている姿が浮かび上がる。中東地域の大国であるトルコ、イラ

ン及びエジプは軍事費総額ではそれぞれ世界２２位、２６位、５２位であるが、ＧＤＰ比率

はイラン２．０６％、トルコ１．５０％、エジプト０．８７％で、世界順位はそれぞれイラ

ン５０位、トルコ８３位、エジプト１１８位であり、エジプトは軍事費の GDP 比率が世界の

中でも低い。 

 

その他の主要国を見ると米国は３．３６％、韓国２．８１％、インド２．４４％、中国１．

６７％などである。日本のＧＤＰ比率は１．２０％、世界１０２位であり欧米先進国の中で

も最も低い水準にとどまっている。 

 

(歳出の半分を超えるウクライナとベラルーシ！) 

４．歳出に占める軍事費の比率 

 

 次に歳出に占める軍事費の比率を見ると、世界１位はロシアと戦争中のウクライナであり、

同国は歳出の６割近くを軍事費に充当している。第２位はウクライナの隣国でロシアの友邦

国ベラルーシである。同国も軍事費が歳出の５割を占めている。第３位以下はサウジアラビ

ア(２４．０４％)、ミャンマー(２０．６８％)及びオマーン(２０．６６％)であり、上位５

カ国の軍事費は歳出の２０％を超えている。サウジアラビアの軍事費は金額及び一人当たり

で世界５位、ＧＤＰ比率では世界４位である(１～３節参照)。世界最大の産油国の一つであ

る同国は軍備に金を惜しまない国であることを示している。 

 

 その他主要国の比率を比べると、ロシアは世界１０位の１６．１４％、イスラエル１４．
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５９％(世界１４位)、韓国１１．１０％(世界２４位)であり、世界２９位のブルネイ(１０．

２３％)までが１０％を超えている。米国の比率は９．０６％であり、インドは８．１５％、

中国４．９７％である。上記以外の主要な中東諸国ではイランが１３．５３％（世界２０位）、

エジプトは４．１５％（世界８８位）である(トルコはデータなし)。 

 

このような中で日本の比率は２．８２％にとどまっており、世界１２１位と際立って低い

のが特徴である。 

 

６．世界の武器輸出国と輸入国 

 ここでは世界の武器の輸出入額を取り上げる。各国の輸出入額は年度によって大きく変動

するため、２０１４年から２０２３年までの１０年間の累計額について比較検討を行う。 

 

(世界の４割を占める巨大な武器輸出国―米国！) 

(１)主要国の武器輸出額(２０１４年～２０２３年累計額)(末尾表 7-T06参照) 

 ２０１４年から２０２

３年までの１０か年間の

武器輸出累計額は世界全

体で２，８５０億ドルで

あり、年間平均では２８

５億ドルになる。国別で

は米国が際立って多く、

同国の１０年間の輸出総

額は１，０８０億ドルで

ある。これに次ぐのはロ

シアの４６０億ドルであ

った。世界全体に占める

割合はそれぞれ３８％及び１６％であり、２か国を合わせると世界の武器輸出額の５割強を

占めている。 

 

 米国、ロシアに次いで輸出額が多いのはフランスの２５７億ドルであるが、米国あるいは

ロシアの２乃至４分の１にとどまっている。これら３カ国に続いて１０年間の累計輸出額が

１００億ドルを超えているのはドイツ(１６９億ドル)、中国(１６７億ドル)、英国(１１１億

ドル)である。なお次項(輸入額)に触れるとおり中国は輸入額でも世界第７位であり輸出入双

方で世界上位１０カ国に入っているのは同国だけである。 

 

 武器輸出額７位から１０位はイタリア、イスラエル、スペイン及び韓国である。上位１０

か国のうちヨーロッパ諸国が半数を占めており、ヨーロッパは世界的な武器生産地域である

ことがわかる。なお上位１０カ国は戦闘機、艦船、戦車、ミサイルなど高額な兵器を得意と

しているため輸出額が膨らんでいる。しかし世界の多くの紛争地域では小銃、機関銃、地雷、
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ロケットなど小型火器が使われている。その意味ではトルコ(輸出総額３２億ドル、世界１２

位)は米国あるいはロシアに比べ金額的には少ないが影響力は小さくないと言えよう。なおト

ルコは攻撃型 UAV（ドローン）の輸出に力を入れているが、このような比較的安価な IT兵器

は今後トルコを含めた開発途上国の有力な輸出商品になるものと思われるi。 

 

(武器輸入額ではサウジアラビアが世界一、日本は世界１１位！) 

(２) 主要国の武器輸入額(２０１４年～２０２３年合計額)(末尾表７-T07参照) 

 

 ２０１４年から２０２３年までの１０か年間の武器輸入累計額は世界全体で約２，８５０

億ドルであった。国別ではサウジアラビアが最も多く同国の過去１０年間の輸入累計額は２

７９億ドル、世界全体の９．８％を占めている。輸入国第２位はインドの２６９億ドル、世

界シェアは９．４％である。 

 

 第３位はエジプト、第４位カタール、第５位オーストラリア、第６位中国である。中国の

過去１０年間の武器輸入累計額は１１１億ドルであるが、前項でも述べた通り同国は輸出額

でも世界第５位であり、武器貿易が活発なことを示している。第７位はパキスタンの１０３

億ドルであり、これら７カ国が輸入累計額１００億ドル(年平均１０億ドル)を超えている。 

 

８位から１０位はアルジェリア、韓国及び UAEでその額は８０億ドル(年平均８億ドル)台

である。因みに日本の過去１０年間の武器輸入累計額は７９億ドル、年間平均８億ドルであ

り、UAEに次いで世界１１位に相当する。日本の場合、軍事費(２０２３年、５０２億ドル、

第１項参照）に比べ輸入額の割合が小さいのは武器の国産化が進んでいるためと考えられる。 

 

(１０年前に比べ中国、インドは１．６倍、日本は１０％増！) 

５．２０１４年～２０２３年の軍事費の推移 

 ここではまず米国、中国、インド及び日本の４カ国の過去１０年間の軍事費の推移を比較

し、次いで現在進行中の二つの熱い戦争、すなわちウクライナ戦争及びパレスチナ戦争につ

いて、それぞれの紛争の当事国と言えるロシア、ウクライナ、イスラエル及びイラン４カ国
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の軍事費の増減を比較検討することとする。 

 

(年平均６％の高い伸びを示す中国とインド！) 

（１）米中印日各国の軍事費の推移 

 

 日本と米国、中国及びインド４カ国主要国の過去１０年間(２０１４年～２０２３年)の軍

事費の推移を比較すると、２０１４年の軍事費は米国が６，４７８億ドルで最も多く、これ

に次ぐのは中国の１，８２１億ドル、インド５０９億ドル、日本４６９億ドルであった。４

カ国の順位はその後１０年間変わっていないが、日本とその他３カ国の格差は拡大している。 

 

米国の軍事費は２０１４年以降２０１７年までは横ばいの微減状態であったが、その後は

年々増加し２０２１年には８千億ドルを超え２０２３年には９千億ドルを超えている。この

間の年間平均増加率は４．１％であった。これに対して中国の軍事費は年平均６．３％増加、

２０１７年には２千億ドルを突破、２０２２年は２，９６４億ドルと１０年間で１．６倍に

増加、米国との格差も３分の１に縮小している。 

 

インドも中国とほぼ同じ割合で増加し２０１４年の５０９億ドルから２０２３年には１．

６倍の８３６億ドルに増加しており、世界順位も米国、中国、ロシアに次いで４位に上がっ

ている。 

 

これら３カ国に対して日本の軍事費は横ばい傾向にあり、１０年間を通じて年間軍事費は

５００億ドル前後の水準にとどまっている。即ち２０１４年の軍事費は４６９億ドルであり、

その後２０２０年に５１４億ドルのピークに達した後、再び５００億ドル前後にとどまって

いる。この結果１０年前は世界７位であったが、２０２３年の世界ランクは１０位である。 

 

５．２０１４年～２０２３年の軍事費の推移（続き） 

(急上昇するウクライナとロシア、上昇の気配示すイスラエルとイラン！) 

（１）四つの紛争当事国(ロシア、ウクライナ、イスラエル、イラン)の軍事費の推移 
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２０２２年２月のロシアのウクライナ侵攻に端を発したウクライナ戦争と昨年１０月のパ

レスチナ軍事組織ハマスによる入植地テロ事件に対してイスラエルが陸と空からガザ地区を

攻撃したガザ戦争は共に未だ終息の気配を示していない。 

 

ここではウクライナ戦争の当事国であるロシアとウクライナ、そしてガザ戦争におけるイ

スラエルとハマスを支援するイラン、４カ国の国防費の推移を検証する。 

 

まずロシアの軍事費は２０１５年から２０２１年まで６００億ドル台で推移したが、その

後２０２２年、２３年は１千億ドル台に急増している。ウクライナの場合はさらに大きな変

化を示しており、２０１４年から２０２１年までの８年間、同国の軍事費は３０～６０億ド

ルに過ぎなかったが、２０２２年には一挙に４１２億ドルに急増、２０２３年にはさらに６

４８億ドルに増加、２０２１年以前の１０倍以上の水準に達している。 

 

この結果、２０２３年の世界ランクを見ると、ウクライナは軍事費総額で世界８位、一人

当たり軍事費は６位、GDP 比率及び歳出に占める比率は世界 1位となっている。因みに武器

の輸出入ではウクライナは２０２１年までは世界有数の輸出国であったが、２０２２年以降

は輸出が激減した一方、輸入は急増している。 

 

イスラエルとイランについてはガザ戦争が昨年１０月に始まったばかりであり統計上に顕

著な増加は認められないが、過去１０年間の推移を見ると、イスラエルは２０１４年の１７

７億ドル以降漸増しており、２０１９年に２００億ドルに達し、２０２３年の軍事費は２７

５億ドルである。またイランの場合は２０１４年から２０１８年まで年間１００億ドル台で

あった軍事費は２０２０年に３３億ドルまで減少している。しかしそれ以降は再び増加する

傾向にあり２０２３年の軍事費は１０３億ドルに達している。今回のガザ戦争でイランは初

めてイスラエル本国に対しミサイル或いはドローン攻撃を行ったが、それ以前からレバノン

のヒズボッラー、イエメンのフーシ派、イラクの非政府軍事組織などに軍事支援を行ってお

り、最近のイランの軍事費増加の要因の一つであることは間違いないであろう。 
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ガザ戦争の今後の動向は未知数であるが、事態の展開によってはイスラエルとイランの軍

事費が増加すると考えられる。 

 

以上 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

   E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp 
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7-T01     

軍事支出ランキング (2023年、at Current Price) 

世界 

順位 
国名 

金額     

(百万ドル) 

世界全体に占

める割合(%) 
日本＝1 

- 全世界 2,393,601  100.0%   

          

1 米国 916,015  38.3% 18.3  

2 中国 296,439  12.4% 5.9  

3 ロシア 109,454  4.6% 2.2  

4 インド 83,575  3.5% 1.7  

5 サウジアラビア 75,813  3.2% 1.5  

6 英国 74,943  3.1% 1.5  

7 ドイツ 66,827  2.8% 1.3  

8 ウクライナ 64,753  2.7% 1.3  

9 フランス 61,301  2.6% 1.2  

10 日本 50,161  2.1% 1.0  

  (その他主要国）       

11 韓国 47,926  2.0% 1.0  

21 台湾 16,613  0.7% 0.3  

  中東主要国＊       

15  イスラエル 27,499  1.1% 0.5  

22 トルコ 15,828  0.7% 0.3  

26 イラン 10,283  0.4% 0.2  

52 エジプト 3,165  0.1% 0.1  

Source: SIPRI、ストックホルム国際平和研究所  

＊UAE はデータなし。    
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7-T06  (前田作成) 

武器輸出額 (2014-2023年) 

(単位：百万ドル)   

Rank  国名 2014-23 年累計 % of 累計 

1  米国 108,235  38.0% 

2  ロシア 45,867  16.1% 

3  フランス 25,657  9.0% 

4  ドイツ 16,877  5.9% 

5  中国 16,686  5.9% 

6  英国 11,093  3.9% 

7  イタリア 9,235  3.2% 

8  イスラエル 7,974  2.8% 

9  スペイン 7,766  2.7% 

10  韓国 5,290  1.9% 

11  オランダ 4,831  1.7% 

12  トルコ 3,225  1.1% 

13  ウクライナ 2,625  0.9% 

14  スイス 2,222  0.8% 

15  スウェーデン 2,217  0.8% 

16  カナダ 1,670  0.6% 

17  オーストラリア 1,306  0.5% 

18  ノルウェー 1,109  0.4% 

19  ポーランド 1,006  0.4% 

20  UAE 950  0.3% 

  その他 8,877  3.1% 

  全世界 284,718  100.0% 

Source: SIPRI Arms Transfers Database  
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7-T07  (前田作成） 

武器輸入額(2014年ー2023年） 

単位：百万ドル   

Rank  国名 2014-23 年 累計 % of 累計 

1  サウジアラビア 27,922  9.8% 

2  インド 26,894  9.4% 

3  エジプト 13,243  4.7% 

4  カタール 12,819  4.5% 

5  オーストラリア 11,839  4.2% 

6  中国 11,087  3.9% 

7  パキスタン 10,278  3.6% 

8  アルジェリア 8,545  3.0% 

9  韓国 8,339  2.9% 

10  UAE 8,150  2.9% 

11  日本 7,949  2.8% 

12  ウクライナ 6,998  2.5% 

13  米国 6,369  2.2% 

14  イスラエル 5,855  2.1% 

15  英国 5,732  2.0% 

16  イラク 5,551  1.9% 

17  トルコ 5,499  1.9% 

18  クウェイト 5,117  1.8% 

19  ベトナム 4,994  1.8% 

20  インドネシア 4,814  1.7% 

  その他 86,724 30.5% 

  全世界 284,718  100.0% 

Source: SIPRI Arms Transfers Database  

 

 
i レポート｢中東に広まるドローン(UCAV)の開発と軍事利用｣参照。 

http://mylibrary.maeda1.jp/0545DroneInMe.pdf

